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〈家庭ごみの分別の種類〉

家
庭
ご
み
の
減
量
と
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

～
ご
み
と
資
源
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
～

　

経
済
社
会
の
発
展
に
よ
り
、
現
代

生
活
は
本
当
に
便
利
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
便
利
で
快

適
な
暮
ら
し
を
優
先
的
に
考
え
る
あ

ま
り
、
自
然
環
境
を
破
壊
し
た
り
、

汚
染
し
た
り
と
い
う
不
安
を
生
み
出

す
と
と
も
に
、
多
量
の
ご
み
を
排
出

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
は
「
貴
重
な
資
源
の
無
駄

使
い
」
に
つ
な
が
り
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
中
に
は
、
ま
だ
十
分
に
使

え
る
も
の
、
資
源
と
し
て
再
利
用
で

き
る
も
の
が
多
量
に
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
ご
み
の
排
出
を
抑
え
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
再
利
用
可
能
な

も
の
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
は
、

限
ら
れ
た
資
源
の
有
効
活
用
、
環
境

保
全
を
実
現
す
る
た
め
に
有
効
な
手

段
で
す
。

　

町
で
は
「
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分
け

れ
ば
資
源
」
を
合
言
葉
に
、
ご
み
の

資
源
化
と
減
量
化
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、私
た
ち
の
ま
ち
が「
自

然
を
生
か
し
た
快
適
な
生
活
環
境
の

ま
ち
」
と
な
る
よ
う
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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【種類】

【種類】

【種類】

【出し方】

【出し方】

【出し方】

ジュース、酒など液体飲料の缶・菓子缶・ミルク缶・スプレー缶・カセットボンベ・
缶詰缶などで、　　 アルミマーク・　　 スチールマークのあるものが該当します。

ジュース、酒など液体飲料のビン・しょうゆなど液体調味料のビン・のり、ジャム、
粉コーヒーのビンなどが該当します。

ジュース、お茶など液体飲料およびしょうゆなど液体調味料の容器で　　　PET マー
クのあるものが該当します。

●つぶさない。●水洗いなどで汚れを落とす。（※きれいにするのが難しいものは『燃やせないごみ』に出す）
●スプレー缶・カセットボンベは使いきって必ず穴をあける。●一斗缶は『燃やせないごみ』に出す。

●キャップ・ふたをはずし、水洗いなどで汚れを落とす。（※金属製キャップは『燃やせないごみ』、プラ製キャッ
プは『その他プラスチック』に出す）●洗ってもきれいにならない食用油用びん、化粧品びん、割れたびんは『燃
やせないごみ』に出す。（※ラベルは貼ったまま出してください）

●つぶさない。●キャップ・ふたをはずし、水洗いなどで汚れを落とす。（※キャップとラベルは『その他プラ
スチック』に出す。※リングは取らなくてもよい。※洗ってもきれいにならないものは『燃やせるごみ』に出す）

袋などに入れず、
バラバラにして
収集バッグへ入
れてください。

袋などに入れず、
横向きにしてコ
ンテナへ入れて
ください。

袋などに入れず、
バラバラにして
収集バッグへ入
れてください。

あきかん

ペットボトル

その他
プラスチック

びん

高梁地域事務組合

高梁地域事務組合

高梁地域事務組合

その他
プラスチック

【種類】

【出し方】

プラスチック製容器・レジ袋・菓子袋・食品トレイ・洗剤のボトル・ペットボトル
のふたなどで、 　　プラマークのあるものが該当します。

●中身を使いきって、水洗いなどで汚れを落とす。（※洗ってもきれいにならないものは『燃やせるごみ』に出す。
※ラベルは取らなくてもよい）

袋などに入れず、
バラバラにして
収集バッグへ入
れてください。

燃やせるごみ 燃やせないごみ 資源ごみ（缶類） 資源ごみ
（ペットボトル）

粗大ごみ
（燃やせないもの）

粗大ごみ
（燃やせるもの）

資源ごみ
（その他プラスチック）

資源ごみ
（古新聞・古雑誌）

資源ごみ
（段ボール・紙パック）

資源ごみ（びん類）

・生ごみ類、紙くず類、
木くず類、布くず類、プ
ラスチック製品、その他
（緩衝材、洗ってもきれ
いにならないプラスチッ
ク製容器など）。

・汚れのひどいもの、内
側 が ア ル ミ 貼 り の も の
は、燃やせるごみに出し
てください。

・金属類、ガラス類、小
型家電製品、その他（乾
電 池 、 刃 物 、 金 属 が 混
じったプラスチック製品
など）。

・汚れのひどいものはリ
サ イ ク ル で き ま せ ん の
で、燃やせるごみに出し
てください。

・スプレー缶やカセット
ボンベは、穴をあけガス
を 抜 い て 出 し て く だ さ
い。 缶類は中を簡単に水
ですすいでください。 

・プラスチック製品（歯ブラ
シ、ハンガー等）そのもの。食
用油やマヨネーズの容器、歯み
がきのチューブなど洗ってもき
れいにならないものは、燃やせ
るごみで出してください。

・化粧品類のびん、ガラ
スのコップ、板ガラス、
耐 熱 ガ ラ ス 、 陶 磁 器 等
は、燃やせないごみで出
してください。

・45ℓのごみ袋に入らな
い可燃性のもの。（大き
さ、長さが１ｍを超える
もの）

・食用油、ソースの容器
や洗ってもきれいになら
な い ペ ッ ト ボ ト ル 容 器
は、燃やせるごみで出し
てください。

・45ℓのごみ袋に入らな
い不燃性のもの。（大き
さ、長さが１ｍを超える
もの）



■特　集

【ごみ収集ステーションへ出せないもの】

クリーンセンターとリサイクルプラザへの自己搬入について】

古新聞
古雑誌

段ボール
紙パック

燃やせない
ごみ
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次のようなものは収集できません。
販売店に引き取ってもらうか、専門業者等に処理を依頼してください。
○家電リサイクル法対象品
　テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、エアコン、
　洗濯機、衣類乾燥機が対象になります。　

○パソコン(資源有効利用促進法対象品)
　資源有効利用促進法により、メーカーが
　回収・リサイクルを行っています。

○その他
　ＬＰガスボンベ、消火器、医療廃棄物 ( 注射器等 )、自動車部品 ( バッテリー、タイヤ、ホイール等 )、バイク、
　農機具類 ( エンジン付き )、農薬、農業用資材（農業用ビニール、あぜなみ等）、建築廃材等。

◎家庭から出るごみを自己搬入することができます。
　（施設内においては、係員の指示にご協力願います）

※ごみは分別して搬入してください。※家電リサイクル法対象品（エアコン・テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・衣類乾燥
機）、資源有効利用促進法対象品（パソコン）等は搬入できません。

〈クリーンセンター〉
〔ごみの種別〕
　●燃やせるごみ、燃やせないごみ、粗大ごみ
〔受付日〕
　●月曜日 ～ 金曜日
　（祝祭日は搬入できません）
〔受付時間〕
　●午前8時30分 ～ 午前12時00分
　●午後1時00分 ～ 午後  4時30分
〔お問い合わせ先〕
　●高梁地域事務組合　クリーンセンター
　　・所在地　高梁市段町748番地
　　・電　話　0866-22-4651

〈リサイクルプラザ〉
〔ごみの種別〕
　●資源ごみ
〔受付日〕
　●月曜日 ～ 金曜日
　（水曜日は搬入できません）
〔受付時間〕
　●午前8時30分 ～ 午前12時00分
　●午後1時00分 ～ 午後  4時30分
〔お問い合わせ先〕
　●高梁地域事務組合　リサイクルプラザ
　　・所在地　　高梁市落合町阿部2527番地1
　　・電　話　　0866-21-0530
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■特　集

【種類】

【出し方】

牛乳、ジュースなど液体飲料の紙パック・段ボール・古新聞・古雑誌が該当し
ます。

●紙パックは水洗いして切り開く。（※内側にアルミが貼ってあるものは『燃やせるごみ』に出す）●ダンボール
の金具類は取り除く。（※金具は、『燃やせないごみ』に出す）●チラシ類は新聞と混ぜて良い。

燃やせる
ごみ

【出し方】

【出し方】

【種類】生ごみ・貝がら・食用油・木くず類・紙類（資源に出せないもの）・木製品・
布製品・革製品・プラスチック製品（CD・ビデオテープ・バケツ・洗面器・おもちゃ
など）・ビニール製品・発泡スチロール・使い捨てカイロなどが該当します。

●生ごみは水切りを十分する。●廃油は、紙や布に染み込ませるか、固める。●木の枝などは、小さくして
ひもでしばる。（※直径 10cm 以内）●金属が混じったものは、『燃やせないごみ』に出す。

●刃物や割れたガラスなどは危険なので、紙などに包み 「危険物」と書く。
●ライターは使い切ってから出す。（※ガスが残っていると発火の恐れがあり危険です）

※家庭で使用した蛍光管を、リサイクル資源として４月、８月、12 月の年３回収集しています。収
集場所については、広報等でお知らせしますので、使用済み家庭用蛍光管の回収にご協力をお願
いします。なお、破損した蛍光管・白熱電球・LED 蛍光管は『燃やせないごみ』で出してください。

ごみ袋
45ℓ以下

ごみ袋
45ℓ以下

粗大ごみ
（燃やせるもの）

粗大ごみ
（燃やせないもの）

【種類】

【種類】

【種類】

【出し方】

【出し方】

家具類、布団、毛布、じゅうたん、たたみなど、片手で持ち運びできないもの
または、大きさ、長さが１ｍを超えるものが該当します。

ストーブ、ファンヒーター、ガスレンジ、自転車など、片手で持ち運びできないも
のまたは、大きさ、長さが１ｍを超えるものが該当します。

金属類・ガラス・陶器製品・乾電池・小型電化製品（パソコンやテレビを除く）・
ライター・刃物などが該当します。

●布団、毛布、じゅうたんなどは、小さくしてひもでしばる。

●ストーブやファンヒーターの灯油は抜き取る。●ガスレンジ・ストーブなどの乾電池は外す。（※灯油や
乾電池が残っていると発火の恐れがあり危険です）●自転車には「不用品」と表示する。●家電リサイク
ル法対象品および資源有効利用促進法対象品（パソコン）は収集できません。

【お問い合わせ先】住民課　生活環境班　☎ 0866-54-1316
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緑
化
優
良
工
場

　   

中
国
経
済
産
業
局
長
表
彰
を
受
賞

　

２
月
２
日
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
吉
備
株
式
会
社
（
竹
部
）
が

平
成
23
年
度
緑
化
優
良
工
場
と
し
て
、
中
国
経
済
産
業
局
長

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
中
国
経
済
産
業
局
管
内
に
お
い
て
、
工
場
緑

化
を
積
極
的
に
推
進
し
、
工
場
内
外
の
環
境
整
備
に
顕
著
な

功
績
の
あ
っ
た
企
業
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。
同
社
は
昭
和

55
年
10
月
、
国
内
最
初
の
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
に
よ
る
重
度

障
害
者
多
数
雇
用
事
業
所
と
し
て
設
立
さ
れ
て
以
降
、
周
辺

の
生
活
環
境
や
従
業
員
の
労
働
環
境
へ
配
慮
し
な
が
ら
工
場

緑
化
の
推
進
に
力
を
入
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の

受
賞
は
、
自
然
景
観
と
の
調
和
に
配
慮
し
な
が
ら
行
っ
た
敷

地
内
へ
の
桜
や
あ
じ
さ
い
の
植
樹
活
動
に
加
え
、
工
場
に
面

し
た
国
道
の
植
樹
帯
草
刈
り
の
奉
仕
活
動
を
通
し
て
、
従
業

員
の
緑
化
に
対
す
る
意

識
の
向
上
を
図
っ
た
こ

と
な
ど
が
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

今
後
益
々
の
ご
発
展

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

 

日
本
の
伝
統
楽
器
に
親
し
む

　
　
　
　
　
〜
邦
楽
体
験
教
室
〜

　

２
月
７
日
、
円
城
小
学
校
で
円
城

小
学
校
と
御
北
小
学
校
の
５
・
６
年

生
児
童
30
名
が
、
箏こ

と

や
尺
八
、三
味

線
な
ど
の
演
奏
を
聴
い
た
り
、
箏
に

触
れ
た
り
し
て
日
本
の
伝
統
楽
器
に

親
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
邦
楽
の
伝
統
文
化

の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
お
う

と
、
岡
山
市
立
建
部
町
公
民
館
の
ク

ラ
ブ
講
座
「
邦
楽
を
楽
し
む
会
」
の
会
員
を
講
師
に
迎
え
、

約
10
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
同
会
の
会
員
と
フ
ル
ー
ト
奏
者
の
７
名
が
訪

問
。
児
童
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
の
特
徴
な
ど
に
つ
い

て
説
明
を
聞
い
た
後
、「
お
正
月
」「
春
が
来
た
」
な
ど
の
日

本
の
四
季
を
連
想
す
る
曲
の
メ
ド
レ
ー
と
箏
・
フ
ル
ー
ト
に

よ
る
「
春
の
海
」
の
演
奏
を
聴
き
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、

普
段
聴
き
な
れ
な
い
和
楽
器
な
ど
の
音
色
に
興
味
を
持
っ
た

様
子
で
、
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
箏
の
演
奏
体

験
で
は
、
指
導
を
受
け

な
が
ら
、「
さ
く
ら
さ
く

ら
」
を
上
手
に
演
奏
し

て
い
ま
し
た
。

■まちの話題 まちの話題 
自
衛
隊
入
隊
者
激
励
会
を
開
催

　

２
月
２
日
、
賀
陽
庁
舎
２
階
で
、「
平
成
23
年
度
吉
備
中

央
町
自
衛
隊
入
隊
者
激
励
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
た

び
、
陸
上
一
般
曹
候
補
生
と
し
て
桂か

つ
ら

進し
ん

乃の

介す
け

さ
ん
（
上
野
）、

陸
上
自
衛
官
候
補
生
と
し
て
松ま

つ
し
ま島

慎し
ん

也や

さ
ん
（
上
野
）
の
２

名
が
入
隊
す
る
に
あ
た
り
、
下
山
副
町
長
が
「
国
の
平
和
と

国
民
を
守
る
た
め
、
若
い
力
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激

励
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
入
隊
者
を
代
表
し
、
桂
さ
ん
が
「
自
ら
の
可
能
性

を
最
大
限
に
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
た
め
に
役
立
つ

よ
う
努
め
た
い
」
と
入
隊
へ
の
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

 

粥か
ゆ
管く

だ
ま
つ
り
で
農
作
物
の
出
来
を
占
う

　

２
月
12
日
、森
神
社（
高
谷
）

で
、「
粥
管
ま
つ
り
（
町
指
定

重
要
文
化
財
）」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
ま
つ
り
は
、
江

戸
時
代
中
後
期
の
始
ま
り
と

さ
れ
、
釜
の
中
に
２
合
の
米

と
早
稲
、
中
稲
、
晩
稲
、
畑
物
、

木
綿
の
符
号
を
つ
け
た
長
さ

約
12
㎝
の
竹
筒
を
入
れ
て
炊

き
上
げ
、
そ
の
竹
筒
に
入
っ

た
粥
の
入
り
加
減
で
そ
の
年
の
農
作
物
の
作
柄
を
占
う
伝
統

行
事
で
す
。
杉す

ぎ

山や
ま

堅か
た

志し

総
代
（
高
谷
）
を
は
じ
め
、
大
谷
・

梅
原
地
区
の
氏
子
17
名
が
見
守
る
中
、
菱ひ

し

川か
わ

智さ
と
し

宮
司
が
釜
か

ら
竹
筒
を
取
り
出
し
、
神
前
に
奉
納
。
祝
詞
奏
上
後
、
竹
筒

を
小
刀
で
二
つ
に
割
っ
て
粥
の
入
り
具
合
を
判
断
す
る
と
、

大
半
が
豊
作
と
い
う
近
年
に
な
い
良
い
結
果
と
な
り
、
み
な

さ
ん
笑
顔
で
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
こ
の
ま
つ
り
を
知
っ
て
、
玉
野
市
か
ら
見
に
来
ら
れ
た
近こ

ん

藤ど
う

孝こ
う

一い
ち

さ
ん
は
「
地
域
の
方
々
の
温
か
い
お
も
て
な
し
に
触

れ
な
が
ら
、
昔
な
が
ら
の
伝
統
行
事
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
よ
か
っ
た
」
と
感
想

を
話
さ
れ
ま
し
た
。

 

雪
山
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

　

２
月
12
日
、
大
山
桝
水
高
原
ス

キ
ー
場
で
、
商
工
会
青
年
部
を
中

心
と
し
た
Ｅ⇒

Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ａ
Ｎ
実
行

委
員
会
主
催
に
よ
る
雪
山
カ
ッ
プ

リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
今
回
で
5
回

目
と
な
り
、
実
行
委
員
が
今
ま
で
の

経
験
を
も
と
に
約
一
年
間
か
け
て

内
容
を
練
っ
て
き
た
も
の
で
、
ス

キ
ー
場
で
の
開
催
は
初
と
な
り
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
町
内
在
住
在
勤
の
男

性
と
町
内
外
の
女
性
、
総
勢
36
名

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
ト
ー
ク
や
男
女
ペ

ア
で
の
ソ
リ
レ
ー
ス
の
後
、
食
事
や
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
を
一
緒
に
楽
し
む
な
ど
、
終
始
笑
顔
の
絶
え
な
い
パ
ー

テ
ィ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
バ
レ
ン

タ
イ
ン
が
近
い
こ
と
も

あ
り
、
女
性
か
ら
男
性

へ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
渡

し
受
け
取
っ
て
も
ら
え

れ
ば
カ
ッ
プ
ル
成
立
と

い
う
告
白
タ
イ
ム
が
設

け
ら
れ
、
結
果
、
６
組

の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し

ま
し
た
。
今
後
も
こ
の

良
い
縁
を
さ
ら
に
深
め

て
い
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

 

叙
勲
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

髙た
か

森も
り

幹み
き

夫お

さ
ん
（
満
88
歳

／
田
土
）が
瑞
宝
双
光
章（
地

方
自
治
功
労
）
を
受
章
さ
れ
、

２
月
22
日
、
町
長
室
に
お
い

て
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

髙
森
さ
ん
は
、
昭
和
23
年

６
月
に
下
竹
荘
村
に
奉
職
以

来
、
６
年
８
カ
月
の
永
き
に

わ
た
り
収
入
役
と
し
て
ご
活

躍
さ
れ
、
昭
和
30
年
２
月
の

町
村
合
併
後
、
賀
陽
町
の
職
員
と
し
て
、
昭
和
50
年
８
月
ま

で
の
20
年
６
ヶ
月
の
永
き
に
わ
た
り
町
民
福
祉
の
向
上
の
た

め
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
58
年
８
月
ま
で
の
２

期
８
年
間
を
賀
陽
町
収
入
役
と
し
て
在
任
。
こ
の
間
、
賀
陽

町
の
会
計
事
務
を
司
り
、
町
長
の
補
助
機
関
と
し
て
の
職
務

に
精
励
し
、
町
財
政
の
円
滑
な
運
営
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
21
年
司
法
書
士
資
格
を
取
得
し
、
登
記
、
供

託
お
よ
び
訴
訟
等
に
関
す
る
手
続
き
に
つ
い
て
見
識
を
深

め
、
昭
和
31
年
８
月
岡
山
県
司
法
書
士
会
へ
入
会
。
収
入
役

退
職
後
も
平
成
２
年
５
月
か
ら
５
年
余
に
わ
た
り
岡
山
県
司

法
書
士
会
理
事
な
ら
び
に
岡
山
県
司
法
書
士
会
高
梁
支
部
長

と
し
て
卓
越
し
た
見
識
と
経
験
を
生
か
し
会
の
発
展
と
後
輩

司
法
書
士
の
育
成

に
多
大
な
貢
献
を

果
た
し
た
こ
と
な

ど
の
功
績
が
評
価

さ
れ
今
回
の
受
章

と
な
り
ま
し
た
。

（写真）入隊者は、前席中央の２名（左・桂さん、右・松島さん）
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※点線に添って切り取ってご利用ください。

国民健康保険からのお知らせ

ジェネリック医薬品の利用で医療費負担を軽減
一人ひとりの小さな節約が大きな家計の力になり、保険税の減額

（医療費を1万円下げると約3,500円保険税が軽くなります）につながります。
　

ジェネリック医薬品とは、低価格なのに、安全性や効き目は新薬と同等であると認められている後発医薬品のことです。

① なぜ、今ジェネリック医薬品が注目されているのか？
　現在、医療費の増加が問題となっていますが、その約3割を薬剤費が占めています。医療機関で処方さ
れているお薬のほとんどが新薬で、これをジェネリック医薬品へ切り替えることにより、価格は新薬の2
割〜8割程度となります。お財布の強い味方になってくれるのがジェネリック医薬品です。

② ジェネリック医薬品を処方してもらいたい意思を伝えましょう！（お試し薬剤から始められます）

　ジェネリック医薬品を処方してもらうには、診察のとき医師へ「ジェネリック医薬品を処方して欲し
い」「ジェネリック医薬品に変更してもらえますか？」と伝えることが必要です。
　例えば、1〜2週間分をジェネリック医薬品に切り替えて、服用後、問題がないか確かめて残りを処方し
てもらう事もできます。

③ 薬のもらい過ぎ、飲み合わせに注意しましょう。
　医療費を増やすだけでなく、薬の飲み合わせによっては副作用が出ることがありますのでお医者さんや
薬剤師さんに相談しましょう。

ジェネリック医薬品希望カードを切り取りご利用ください。
カードは、医師や薬剤師に見せてください。

【お問い合わせ先】保健課　医療保険班  ☎ 0866-54-1326
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まちの話題 
男
女
共
同
参
画
推
進
講
演
会

　

２
月
12
日
、
ロ
マ
ン
高
原

か
よ
う
総
合
会
館
で
、
吉
備

中
央
町
婦
人
協
議
会
と
の
共

催
に
よ
り
「
男
女
共
同
参
画

推
進
講
演
会
in
吉
備
中
央
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
な
ど
で
ご
活
躍
中
の
弁
護
士
住す

み

田た

裕ひ
ろ

子こ

さ
ん
を
講

師
に
、「
一
人
ひ
と
り
が
輝
こ
う
…
私
の
個
性
も
あ
な
た
の

個
性
も
」
の
テ
ー
マ
で
、
自
分
自
身
の
進
学
・
就
職
当
時
の

女
性
が
置
か
れ
た
立
場
な
ど
を
例
に
、
男
女
共
同
参
画
の
問

題
点
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
相
手
と
同
じ
立
場
に

な
っ
て
わ
か
り
合
う
“
共
感
性
”
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
会
終
了
後
に
は
、
男
女
共
同
参
画
「
川
柳
・

絵
手
紙
」
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
も
行
わ
れ
、
受
賞
者
に
表

彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
な
お
、
入
賞
作

品
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

平成 23 年度 吉備中央町男女共同参画

「川柳・絵手紙」コンテスト入賞作品
町では、男性も女性も個性と能力を十分発揮できる「誰
もが輝く社会の実現」に向け、町民の皆さんの意識の高
揚を図ることを目的にコンテストを実施いたしました。

●
川
柳
部
門

　
　
【
大
人
の
部
】

過
疎
の
村
知
恵
と
協
力
絆
か
ら	

小
林
千
恵
子	

さ
ん

定
年
の
夫
に
贈
る
ス
ニ
ー
カ
ー	

黒
瀬　

嘉
子	

さ
ん

　
　
【
学
生
の
部
】

「
あ
り
が
と
う
」
家
に
響
い
て
咲
く
笑
顔	

時
信　

沙
織	

さ
ん

絆
と
は
心
と
心
を
つ
な
ぐ
糸	

河
原　

弘
貴	

さ
ん

笑
い
あ
る
金
婚
夫
婦
に
絆
あ
り	

難
波　

和
希	

さ
ん

父
と
母
絆
の
強
さ
世
界
一	

河
原　

愛
美	

さ
ん

　
　
【
小
学
生
の
部
】

友
達
と
き
ず
な
ふ
か
め
る
「
あ
り
が
と
う
」	

藤
森
あ
お
い	

さ
ん

絆
は
ね
心
を
結
ぶ
愛
言
葉	

大
倉　

海
斗	

さ
ん

ま
っ
て
る
よ
き
ょ
う
の
お
む
か
え
ど
っ
ち
か
な	

藤
原　

侑
奈	

さ
ん

は
は
た
す
け
ぼ
く
の
し
ご
と
は
く
つ
そ
ろ
え	

禰
元
慎
之
助	

さ
ん

●
絵
手
紙
部
門

　
　

     

【
大
人
の
部
】

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

大
賞

大
賞

大
賞

大
賞

河
内
と
し
子	

さ
ん

田
原　

花
惠	

さ
ん
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役場からのお知らせ
　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

4
月
の
行
政・人
権・福
祉
相
談

　

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相

談
）
を
次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

消
費
生
活
相
談
会

　

消
費
生
活
に
関
す
る
様
々
な
相
談
を
消
費

生
活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

　
「
困
っ
た
な
」
と
思
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま

ず
、
ま
ず
は
相
談
を
!!

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不

当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務
の
相
談
に
つ
い
て

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
住
民
課
戸
籍
住
民
班
☎

０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６
ま
で
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
当
日
受
付
可
）

　
ご
連
絡
く
だ
さ
い

消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
出
前
講
座

　

高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
な
訪
問
販
売
や
マ

ル
チ
商
法
な
ど
が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
若

年
層
で
は
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
た
消
費
者
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
と
早
期

解
決
を
図
る
た
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
・
サ
ロ
ン
・

地
域
団
体
な
ど
へ
出
向
き
、
消
費
生
活
相
談

員
が
お
話
を
し
て
い
ま
す
。

　

小
グ
ル
ー
プ
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
希

望
の
方
は
住
民
課
戸
籍
住
民
班
☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

使
用
済
み
家
庭
用
蛍
光
管
を
回
収
し
ま
す
！

　

家
庭
で
使
用
し
た
蛍
光
管
を
、
リ
サ
イ
ク
ル

資
源
と
し
て
回
収
し
ま
す
。

　

回
収
コ
ン
テ
ナ
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
使
用

済
み
家
庭
用
蛍
光
管
の
回
収
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
蛍
光
管
は
、
家
庭
で
使
用
し
た

直
管
形
・
丸
形
・
電
球
形
の
蛍
光
管
で
、
事
業

所
で
使
用
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
回
収
で
き
ま

せ
ん
。
外
箱
か
ら
出
し
て
割
れ
な
い
よ
う
に
、

回
収
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

ひ
び
が
入
っ
て
い
た
り
、
割
れ
た
蛍
光
管
に
つ

い
て
は
、『
燃
や
せ
な
い
ご
み
』に
な
り
ま
す
の
で
、

『
燃
や
せ
な
い
ご
み
』
の
収
集
日
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

○
回
収
期
間　

4
月
1
日

（日）
～ 

4
月
30
日

（月）
ま
で

○
回
収
場
所　

豊
野
公
民
館
、
上
竹
荘
公
民

館
、
納
地
公
民
館
、
下
竹
荘
公
民
館
、
大
和
公

民
館
、
吉
川
公
民
館
、
加
茂
川
庁
舎
、
か
も
が

わ
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
長
田
地
区
農
村
公
園
、

豊
岡
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
、
旧
農
協
新
山
支
所

○
対
象
蛍
光
管　

直
管
形
・
丸
形
・
電
球
形

の
蛍
光
管
（
白
熱
電
球
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
蛍
光
管
は

回
収
で
き
ま
せ
ん
）

　

次
回
の
回
収
は
8
月
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

生
活
環
境
班

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

日時 4月16日（月）  午前9時〜正午

会場 上竹荘公民館 ハートオブ
おかやま会館

相談   
行政相談
人権相談
福祉相談

行政相談
福祉相談

【お問い合わせ先】　
　住民課　戸籍住民班 ☎ 0866-54-1316
　社会福祉協議会   しらさぎ事業所

☎ 0866-54-1818
　   　　〃         　やすらぎ事業所

☎ 0867-34-1522

日
　
　
時

会
　
　
場

４
月
３
日

（火）

午
前
10
時
～
午
後
3
時
賀
陽
庁
舎

　

相
談
室

４
月
17
日

（火）

午
前
10
時
～
午
後
3
時
加
茂
川
庁
舎

　

相
談
室

■役場からのお知らせ

平成24年度

狂犬病予防注射日程表
犬の飼い主の義務について
犬を飼うときは、次のことを必ず守りましょう。
1. 登録と予防注射を受けましょう。
●生後 91 日以上の犬は、登録（生涯 1回）と狂
犬病予防注射（毎年 1回）を受けましょう。（な
お、違反した場合は、狂犬病予防法に基づき 20
万円以下の罰金に処せられることがあります）

●鑑札と注射済票は、必ず首輪につけましょう。
●飼い主が代わったり、犬が死んだ場合は、届け
出が必要です。

賀陽エリア
月日 時　間 場　所

４
月
８
日
（
日
）

8：30〜 8：40 黒山倉庫前
8：45〜 8：55 河内動物病院前
9：05〜 9：15 藤田公会堂
9：20〜 9：35 吉川公民館
9：40〜 9：50 北正行公会堂
9：55〜10：05 吉備中央公園駐車場
10：10〜10：20 旧吉備高原都市現地案内事務所前
10：30〜10：40 遠藤光男様宅前
10：45〜11：00 下竹荘公民館
11：10〜11：15 池ノ原選果場
11：20〜11：25 椿倉庫前
11：35〜11：40 兼信下ごみ収集所前
11：45〜11：50 行定バス停
11：55〜12：00 則安ごみ収集所前

4
月
21
日
（
土
）

8：30〜 8：45 JAびほく賀陽主幹支店
8：50〜 9：00 黒土倉庫跡前
9：05〜 9：20 豊野公民館
9：25〜 9：35 瀬戸内部品上（旧岡山部品）
9：40〜 9：50 月原ごみ収集所前
9：55〜10：05 天神社前
10：10〜10：25 上竹荘公民館
10：30〜10：40 正力消防機庫前
10：50〜11：05 室納生活センター
11：10〜11：25 舞地選果場
11：30〜11：40 老人福祉センターふれあい荘駐車場

4
月
28
日
（
土
）

8：30〜 8：40 北公民館
8：45〜 8：50 山根口バス停北
8：55〜 9：05 旧東村農協出張所跡
9：10〜 9：20 岨谷生活センター
9：30〜 9：35 大古屋公会堂
9：45〜 9：55 中ノ谷集会場
10：00〜10：10 大和公民館
10：15〜10：25 西生活センター
10：30〜10：40 賀陽インターバス停駐車場
10：45〜10：55 湯原中バス停
11：05〜11：10 水迫公会堂

▽臨時分
月日 時　間 場　所

5
月
27
日
（
日
）

8：30〜 8：45 上竹荘公民館
8：55〜 9：05 豊野公民館
9：15〜 9：25 下竹荘公民館
9：40〜 9：50 吉川公民館
10：05〜10：15 大和公民館
10：30〜10：40 納地公民館

加茂川エリア
月日 時　間 場　所

４
月
14
日
（
土
）

8：35〜 8：45 美原集落センター
8：50〜 9：00 お祭り会館横
9：10〜 9：20 長田ふれあいセンター
9：30〜 9：40 和田公会堂前
9：50〜10：00 笹目公会堂前
10：10〜10：20 福東公会堂前
10：25〜10：35 溝部公会堂前
10：40〜10：55 尾原消防機庫前
11：05〜11：15 井原コミュニティセンター
11：20〜11：30 豊岡いきいきプラザ前
11：35〜11：45 湯の瀬温泉前
11：50〜12：00 小森金毘羅宮前
12：10〜12：20 高富スクールバス停付近

4
月
22
日
（
日
）

8：40〜 8：50 黒田木材横旧農協倉庫前
9：00〜 9：10 円城基幹集落センター
9：15〜 9：25 杭田理美容店横広場
9：30〜 9：40 細田公会堂
9：55〜10：05 役場加茂川庁舎倉庫前
10：10〜10：20 上加茂小山商会倉庫前
10：35〜10：40 鼓田生活改善サブセンター
10：45〜10：50 西信建設前空き地
11：00〜11：10 竹部公民館
11：20〜11：30 旧 JA上野選果場前
11：40〜11：50 吉備高原県営住宅前

▽臨時分
月日 時　間 場　所

5
月
26
日
（
土
）

8：40〜 8：50 竹部公民館
8：55〜 9：05 吉備高原県営住宅前
9：20〜 9：30 長田ふれあいセンター
9：40〜 9：50 尾原消防機庫前
10：00〜10：10 豊岡いきいきプラザ前
10：25〜10：35 円城基幹集落センター
10：45〜11：00 役場加茂川庁舎倉庫前

※丸形・電球形用コンテナ

※直管形用コンテナ



　乳幼児を子育てしている方が、安心して参加できる家族ぐるみのフリースペースとして子育てサロンを開
催しています。自由におしゃべりを楽しめる親子・家族の交流の場として提供しています。どうぞ、お気軽
に遊びに来てください。いろいろな方との出会いから、子育てのヒントや、とっておきの情報が見つかるは
ずです。
＊利用対象者：未就園の親子・妊婦さん
＊開 催 日 時：毎月第1〜4金曜日　9：30〜13：00
＊場　　　所：北保育園（休園施設を利用しています）
＊活 動 内 容：第1金曜日　　　季節行事など
　　　　　　　第2金曜日　　　誕生日会
　　　　　　　第3・4金曜日　親子ふれあい遊び・お母さんのリフレッシュ講座
　　　　　　　　　　　　　　 助産師による講話・クッキング・育児相談など　

　日中役場にお越しになれない方のために、毎週水曜日（祝日、年末・年始を除く）、証明書等の発行や転入
や転出などの届出受付をしていますが、4月から事前予約が必要となります。
★延長を行っているところ　賀陽庁舎住民課
★延長する曜日・時間　　　毎週水曜日（祝日、年末・年始を除く）　午後７時まで
★必ず電話予約をお願いします。住民課（0866-54-1316）
　（午前8時30分〜午後4時30分、ただし土日、祝日、年末・年始を除く）
　住所、氏名、事務内容（誰の何が何通必要なのか、何の届出をするのかなど）
　電話予約がないときは手続きが行えませんので、前もって電話予約をお願いします。
★取扱事務
◎戸籍事務　戸籍・除籍謄本等の交付　　◎旅券事務　パスポート受領のみ（申請はできません）
◎住民基本台帳事務　　　　　　　　　　◎そ　の　他　所得証明などの税関係証明書の交付
　転入・転出等の異動届　　　　　　　
　住民票・記載事項証明等の交付
　印鑑登録・印鑑登録証明書の交付 ※手続きの際には、免許証、保険証等、ご本人確認のできるものをお持ちください。

※他の市町村等に確認が必要なときは、お受けできない場合もあります。
※詳細は住民課　戸籍住民班☎0866-54-1316へお問い合わせください。

　子育て支援の一環として町内幼稚園・保育園では園開放を行っていますのでお気軽にご利用ください。

「ふれあい子育てサロン“たんぽぽ”」♬～家族ぐるみのフリースペース～♪

園　開　放

延長窓口のお知らせ ー 事前予約が必要となります ー

幼稚園（あいあい広場）
開催日 ･ 開催時間 毎週火曜日（9:00 ～ 11:00）　＊ 4 月・夏休み期間・3 月は開放していません
対 象 者 町内在住の 3 歳以下のお子さんとその家族
活 動 内 容 自由遊び・絵本の読み聞かせ等
お や つ 各自持参
お 問 い 合 わ せ 先 教育委員会　生涯学習班：0866-56-9191

保育園

開催日 ･ 開催時間

保育園が開園している月曜日から金曜日　（9:30 ～ 11:00）
＊気軽に利用していただくため、特に日にちは設定していません。
参加を希望される方は、3 日前までに保育園へ電話連絡をしてください。
＊おやつは出ませんのでご了承ください。
＊保護者同伴でお願いします。

対 象 者 町内在住の未就園児１歳以上のお子さんとその家族

お 問 い 合 わ せ 先
上竹荘保育園：0866-54-1068　　　豊野保育園：0866-54-0006
下竹荘保育園：0866-54-1546　　　吉川保育園：0866-56-7301
大 和 保 育 園 ：0866-55-5803　　　双葉保育園：0867-34-1145

広報きびちゅうおう  2012.4 月号／ 1213 ／広報きびちゅうおう  2012.4 月号

■役場からのお知らせ ■役場からのお知らせ

平成 24年度　乳がん検診・子宮がん検診のお知らせ
　町では、下記のとおり乳がん検診・子宮がん検診を実施します。ぜひこの機会に検診を受けましょう。

 子宮がん検診 子宮頸がんは、初期症状がほとんどありません。また、発症するまでに何年もかかるので、定期的に
検診を受けることによってがんになる前の段階で発見することができ、予防することができます。

 乳がん検診 乳がんは、無症状のうちに検診を受診した人では早期で発見される可能性が高く、その段階で治
療すればその後の経過は良好です。

◎検診日程
日時 受付時間 会場 対象地区

4月16日（月） 9：00〜10：00 長田ふれあいセンター 長田地区、加茂市場
13：00〜14：00 かもがわ総合福祉センター 円城地区

4月17日（火） 9：00〜10：00 上竹荘公民館 上竹地区、納地地区
13：00〜14：00 下竹荘公民館 下竹地区

4月18日（水） 9：00〜10：00 大和公民館 大和地区
13：00〜14：00 吉川公民館 吉川地区

5月 8日（火） 9：00〜10：00 井原コミュニティセンター 新山地区、豊岡地区
13：00〜14：00 農村環境改善センター 津賀地区（加茂市場を除く）

5月11日（金） 9：00〜10：00 ロマン高原かよう総合会館 豊野地区
13：00〜14：00 ロマン高原かよう総合会館 全地区

※地区指定日が都合の悪い方は、他の日時で受けてくださっても結構です。

◎検診日程　※年齢基準日：平成25年4月1日現在

検診名（検診機関） 子宮がん検診
（岡山県健康づくり財団）

乳がん検診（岡山済生会総合病院）
視触診検診 マンモグラフィ検診

対象者 20歳以上の女性 30歳以上の女性 40歳以上の女性

検査料金
74歳以下の方 1,000円 300円 1,200円
75歳以上の方 300円 100円 400円

持参品 受診票、検査料金・無料クーポン券（対象年齢の方のみ）、健康手帳

◎注意事項
【子宮がん検診を受けられる方へ】
　　ズボンよりスカートの方が検診を受けやすいので、できればスカートでお越しください。　
【乳がん検診を受けられる方へ】
　・脱ぎ着のしやすい服装で、ネックレスや華美な指輪はつけずにお越しください。
　・授乳中の方は、的確な判断ができないことがありますので、医療機関で受診されることをお勧めします。
　・マンモグラフィ検診のみの受診はできませんので、必ず視触診検診を受診してください。

　受診票は、平成22年度、23年度に検診を受けられた方および今年度検診対象年齢に到達され
る方（子宮がん検診は20歳、乳がん検診は30歳になられる方）へ地区愛育委員さんを通じてお
配りしています。受診票をお持ちでない方で受診希望の方は、地区愛育委員さんまたは保健課
へご連絡ください。【お問い合わせ先】保健課　地域保健班  ☎0866-54-1326
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①
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みんなが

主役
〜エール〜

町内で活動するスポーツや文化活動、地域づくりに取り組んで
いる団体・グループを紹介します。ご希望の団体等からのたく
さんのご応募お待ちしております。（企画課公聴広報班）

「振り込め詐欺」にご注意を！！
●オレオレ詐欺（息子・孫をかたるもの）

　２月に、町内で、息子等の名前をかたり、「風邪を引いて声が出なくなった」「新しい携帯電話番
号になった」などといった不審電話が数件ありました。
　また、県内各地で同様の電話があり、被害も発生しています。

　　詐欺の手口を知って、被害に遭わないようにしましょう。

詐欺の手口 は、息子（孫）をかたり、
１回目（主として、夕方から夜に突然電話があり）
　「風邪（インフルエンザ）で、声が出なくなった」
　「新しい携帯電話番号になった」
　と言い、電話番号をひかえさせ、いったん電話を切る。
２回目（主として、１回目の翌日、翌々日の日中に電話があり）
　「不倫相手を妊娠させた。示談金として○○○万円必要」
　などとして、指定口座に現金の振り込みを要求するもの。
　※２回目は「不倫相手の夫」「弁護士」が登場するケースもあります。

【お問い合わせ先】
　　　○岡山北警察署　☎ 0867-24-0110
　　　○住民課　戸籍住民班　☎ 0866-54-1316

被害防止策として、
１．慌てない・動揺しない。
２．家族にしかわからないこ

とを質問する。
３．必ず本人や、関係行政機

関に問い合わせる。
４．振り込む前に家族に相談

する。
５．警察に相談する。

不審電話にはくれぐれも注意してください。

公
民
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

◎
「
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
講
座
」

　
　
　

～
ヨ
ガ
で
心
も
体
も

　
　
　
　
　
　
　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
～

　

■
日
時
／
４
月
13
日

（金） 

19
時
～
20
時

　
　
　
　
　
（
12
月
ま
で
毎
月
第
２
金
曜
日
）

　

■
持
参
品
／
飲
み
物
、
汗
拭
き
タ
オ
ル
、

　
　
　
　
　
　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は

　
　
　
　
　
　

バ
ス
タ
オ
ル

　

■
受
講
料
／
２
０
０
円

　

■
申
込
〆
切
／
お
申
し
込
み
は
随
時
受
け

　
　
　
　
　
　
　

付
け
ま
す
。

　

■
場
所
／
津
賀
公
民
館

津
賀
公
民
館

☎
０
８
６
７

－

３
４

－

１
８
０
７

　吉備中央町では、勉学意欲がありながら経済的理由により修学困難な高校生、大学生等に対し
て、無利子で奨学金の貸付を行っています。貸付終了後は貸付額を全額返還していただくこととな
ります。希望される方はお申し込みください。

＊申請書様式は吉備中央町ホームページからダウンロードできます。また、教育委員会、住民課、加茂
川総合事務所、各支所、出張所、総合福祉センターにも準備しております。

＊申請には２人以上の連帯保証人が必要です。連帯保証人は親権者等を除く方で、原則として吉備中央
町に住所を有し、連帯保証人それぞれが別の世帯の方としてください。やむを得ず町外在住者となる
場合は、所得証明書を添付してください。貸付が決定した方には奨学金貸付決定通知書をお送りしま
す。通知を受けた日から 15 日以内に本人、親権者等、連帯保証人が連署した誓約書と親権者等、連
帯保証人の印鑑登録証明書を提出していただきます。

＊この育英資金は皆様からのご寄附によって運営しています。会計管理室、加茂川総合事務所、各支所、
出張所、総合福祉センターで随時、ご寄附を受け付けています。

貸 付 額　高等学校等［高等学校、特別支援学校の高等部］
　　　　　　学　費　　月額20,000円
　　　　　　通学費　　月額15,000円
　　　　　その他の学校［大学（大学院を除く）、短期大学、高等専門学校、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　専修学校（高等専修学校および専門学校）］
　　　　　　学　費　　月額30,000円

申 込 先　教育委員会　教育総務班
受付期間　平成24年4月2日（月）〜4月20日（金）〈必着〉

必要書類　奨学金貸付申請書
　　　　　出身学校長または在学校長が証明した成績証明書
　　　　　在学証明書
　　　　　世帯全員の住民票
　　　　　世帯全員の所得証明書
　　　　　通学費貸付希望の場合は、公共交通機関が発行する定期券

【お問い合わせ先】　教育委員会　教育総務班　☎ 0866-56-9191

団体名　吉備中央児童合唱団
活動内容

活動実績

募集内容

活動・会員募集に関するお問い合わせ先

●合唱の練習
●練習日
　月２回程度　　土曜日
●主な練習場所
　ロマン高原かよう総合会館　多目的ホール
　大和小学校
岡山県少年少女合唱連盟演奏会、
高梁コーラスフェスティバル、
吉備中央町文化協会総合文化祭など
歌の好きな町内の幼稚園・保育園の年長
児、小・中・高校生で男女問いません♪
会費　月1,800円
（入団費2,500円　年会費1,500円）
ぜひ一度、見学に来てみてください。
（随時入団可）

☎0866−22−1612（中山）　　☎0866−54−0851（文谷）
☎0866−55−5108（金川）

リズムに合わせて、大きな声を

出して歌うってやっぱり楽しいで

す!!みんなで心を一つにし、声を

合わせて美しいハーモニーを作っ

てみませんか？

きっと感動が待っていますよ〜!

広報きびちゅうおう  2012.4 月号／ 1415 ／広報きびちゅうおう  2012.4 月号

■役場からのお知らせ ■役場からのお知らせ

吉備中央町育英資金〈奨学金〉奨学生募集（上半期）
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べ
て
の
人
々
が
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
し

て
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

１
．
人
権
侵
害
の
原
因
と
な
る
「
身
元
調
査
」

等
を
拒
否
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
日
に
お
い
て
も
、
残
念
な
が
ら
結
婚
や

就
職
時
に
身
元
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
結
婚
は
両
性
の
合
意
の
み
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
就
職
は
本
人

の
能
力
・
適
性
に
よ
っ
て
採
否
が
決
定
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
す
。

　

様
々
な
差
別
に
つ
な
が
る
身
元
調
査
を
行

わ
な
い
、
応
じ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

２
．「
え
せ
同
和
行
為
」
を
排
除
し
ま
し
ょ
う
。

　

同
和
問
題
を
口
実
に
、
不
当
な
金
銭
な
ど

を
要
求
す
る
「
え
せ
同
和
行
為
」。
こ
の
行
為

は
、
同
和
問
題
の
解
決
を
阻
害
す
る
大
き
な

要
因
と
な
っ
て
お
り
、
断
固
と
し
て
拒
否
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
が
、

責
任
と
勇
気
を
持
っ
て
、「
え
せ
同
和
行
為
」

の
排
除
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

３
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差
別
書
き
込
み
を

根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

　

匿
名
性
を
悪
用
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
基
本
的
人
権
を
侵
害
す
る
書
き
込
み
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
権
を
踏
み
に

じ
る
も
の
で
、
断
じ
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

書
き
込
ん
だ
情
報
に
よ
り
誰
か
が
傷
つ
い

た
り
、
悲
し
ん
だ
り
す
る
よ
う
な
こ
と
は
決

し
て
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り

が
モ
ラ
ル
を
守
り
、
差
別
書
き
込
み
等
の
根

絶
に
向
け
て
お
互
い
が
相
手
を
思
い
や
る
こ

と
が
大
事
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

岡
山
県
県
民
生
活
部
人
権
施
策
推
進
課

　

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
４
０
６

お
問
い
合
わ
せ
先
〕

　

●
広
島
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　
　

〒
７
３
０
─
８
５
２
１　

　
　

広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
６
─
３
０　

☎
０
８
２

－

２
２
１

－

９
２
１
１

　

内
線
３
７
４
３
・
３
６
３
５

　

●
岡
山
西
税
務
署　

総
務
課

　
　

〒
７
０
０
─
０
０
１
３　

　
　

岡
山
市
北
区
伊
福
町
４
─
５
─
３
８　

☎
０
８
６

－

２
５
４

－

３
４
１
１

※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い
「
２
」
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
受
験
申
込
書
、
受
験
案
内
お
よ
び
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
吉
備
中
央
町
役
場
お
よ
び

吉
備
中
央
町
教
育
委
員
会
に
も
あ
り
ま
す
。

〔
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
〕

　

●
国
税
庁　

http://w
w

w
.nta.go.jp/

■
「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う

　
人
権
の
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　

日
本
国
憲
法
第
14
条
で
は
、「
す
べ
て
の

国
民
は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
、
人
種
、

信
条
、
性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ

り
、
政
治
的
、
経
済
的
又
は
社
会
的
関
係
に

お
い
て
、
差
別
さ
れ
な
い
。」
と
規
定
さ
れ
、

法
の
下
の
平
等
を
保
障
し
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
の
人
権
が
守
ら
れ
て
い
る
か
」、「
他

の
人
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い
な
い
か
」
な

ど
、
一
人
ひ
と
り
が
身
近
な
こ
と
か
ら
「
人

権
」
に
つ
い
て
考
え
、
生
活
や
活
動
の
中
で

お
互
い
を
尊
重
し
合
い
、
様
々
な
人
権
問
題

の
解
決
に
向
け
て
主
体
的
に
取
り
組
み
、
す

■
料
率
が
変
わ
り
ま
す

 

　
協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部
の

　
　
保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す
。

　

協
会
け
ん
ぽ
は
、
中
小
企
業

等
で
働
く
従
業
員
と
そ
の
家
族

の
皆
さ
ま
が
加
入
す
る
健
康
保
険

で
す
。

　

平
成
24
年
３
月
分（
４
月
納
付
分
）

か
ら
岡
山
支
部
の
保
険
料
率
が
変
わ

り
ま
す
。

　
　
　
健
康
保
険
料
率

　
　 

　
介
護
保
険
料
率

　
　
　
　
　

※
任
意
継
続
被
保
険
者
は

　
　
　
　
　
　

４
月
分
か
ら
変
更

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部

☎
０
８
６

－

８
０
３

－

５
７
８
０

http://w
w

w
.kyoukaikenpo.or.jp/

■
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　
国
税
専
門
官
募
集

　

国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

募
集
要
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
受
験
資
格
〕

1　

昭
和
57
年
4
月
2
日
～
平
成
3
年
4
月

1
日
生
ま
れ
の
者

2　

平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者

で
次
に
掲
げ
る
も
の

（１）
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
平
成
25
年
3

月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

（２）
人
事
院
が

（１）
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
者

〔
受
験
申
込
方
法
〕

●
原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
申
し

込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
が
で
き

な
い
場
合
は
、
受
験
申
込
書
を
第
一

次
試
験
地
に
対
応
す
る
国
税
局
に
郵

送
ま
た
は
持
参
す
る
方
法
に
よ
り
申

し
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

〔
受
験
受
付
期
間
〕

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し
込
み

平
成
24
年
４
月
２
日

（月）
９
時
～
４
月
12
日

（木）

　
（
４
月
12
日

（木）
ま
で
に
申
込
デ
ー
タ
を
受
信
完

了
し
た
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。）

●
郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
る
申
し
込
み

　

平
成
24
年
４
月
２
日

（月）
～
４
月
３
日

（火）

　
（
４
月
３
日

（火）
ま
で
の
通
信
日
付
有
効
。）

〔
第
1
次
試
験
〕

●
試
験
日　

平
成
24
年
6
月
10
日

（日）

●
試
験
地　

広
島
国
税
局
管
内
で
は
、

松
江
市
、
岡
山
市
、
広
島
市

●
試
験
種
目　

基
礎
能
力
試
験
（
多
肢

選
択
式
）、
専
門
試
験
（
多
肢
選
択
式
、

記
述
式
）

〔
受
験
案
内
お
よ
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
請
求
、

■ Information

Web119通報システム
〜平成24年4月1日運用開始〜

岡山市消防局

■Web119通報とは
　音声言語によりコミュニケーションを図ることが困難な方が、携帯電話のインターネット機能を利用して岡山市
消防局消防情報通信センター（119番）に火災や救急等の緊急通報を行い、消防車や救急車の要請を行うことがで
きるサービスです。　　
■サービスの特長
（1）自宅および外出先から通報を行うことができます。
（2）GPS機能を搭載している携帯電話からの通報の場合、位置情報を把握することができます。
■ご利用対象者・ご利用地域
（1）岡山市および吉備中央町に在住または通勤、通学されている方で、聴覚障害者または音声、言語機能障害者

の方が対象です。
（2）岡山市消防局の消防車や救急車が出動するため岡山市および吉備中央町以外には出動できません。
■ご利用条件
（1）Web119通報システムは事前登録制です。あらかじめ、申し込みを行う必要があります。
（2）インターネット接続サービス契約をしている携帯電話が必要です。
（3）docomo、au、SoftBankの携帯電話に限られます。
（4）Web119通報の際の通信費は、ご利用者の負担となります。
■申し込みの方法

申込書提出方法 提出先 宛先、場所等
郵送 岡山市消防局情報指令課 〒700-0066　北区野殿西町427番地1
FAX 岡山市消防局情報指令課 086－253－9984
直接持参 岡山市障害福祉課 岡山市保健福祉会館4階

※Web119の申込書は、岡山市消防局のホームページからダウンロードしていただくか、消防署、消防出張所、
市内保健福祉事務所または市内保健センターで入手できます。（吉備中央町役場の賀陽庁舎および加茂川庁舎
でも入手できます。）

■通報の流れ　　

Web119Web119

 

合は、出動指令が出せないなど対応できないことがありますので、なるべくGPS機能を搭載した携帯電話を
登録してください。

（5）GPS機能を搭載している携帯電話でも、建物内や地下などの場所においては位置情報に誤差を生じる可能性
があります。

■注意事項
（1）Web119の事前登録完了時に携帯

電話へ送付される通報用アドレス
（URL）は、通報者を特定するた
めの個人専用のものですので、登
録した方以外は使用できません。

（2）Web119による通報ができない場
合は、別の手段による通報を行っ
てください。また、音声通報が可
能な方が周囲におられる場合は
119番通報を依頼してください。

（3）携帯電話事業者やインターネット
事業者による通信網の工事、障
害、通信規制等によりWeb119
が一時利用できない場合がありま
す。

（4）正確な通報場所が特定できない場

お問い
合わせ先

岡山市消防局情報指令課
　 086-253-9984　☎086-253-9978
ホームページはインターネット検索で　

岡山市障害福祉課　
　 086-803-1755
　☎086-803-1236情報指令　岡山 検索

9.55％
↓ 　 

10.06％

1.51％
↓ 　 

1.55％

Informationお　知　ら　せ



「弟から学ぶ」
吉川中学校　三年

藤
ふじ

森
もり

　佑
ゆう

香
か

さん

「
今
日
部
活
あ
る
ん
？
」

「
う
ん
。」

「
が
ん
ば
り
ね
ぇ
よ
。」

「
う
ん
。」

「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。」

「
行
っ
て
き
ま
す
。」

　

今
年
、
中
学
生
に
な
っ
た
弟
は
、
最
近
あ
ま
り
し
ゃ
べ
ら
な
く

な
っ
た
。
自
分
の
部
屋
に
い
る
時
間
も
増
え
た
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
弟
も
空
手
を
や
っ
て
い
る
時
だ
け
は
、
目
つ

き
が
変
わ
る
。
ま
る
で
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
た
っ
た
プ
ロ
野
球

選
手
の
よ
う
に
、
真
剣
な
表
情
に
な
る
。

　

弟
が
空
手
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
母
の
あ
る
願

い
か
ら
だ
。
常
に
ぬ
い
ぐ
る
み
を
抱
き
、

「
マ
マ
。」

が
口
癖
だ
っ
た
弟
。
保
育
園
で
は
、
友
達
が
怒
ら
れ
て
い
る
側
で
、

自
分
が
怒
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
今
に
も
泣
き
出
し
そ
う
な

顔
を
す
る
弟
。

「
強
く
な
っ
て
ほ
し
い
。」

　

母
は
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
弟
に
こ

の
願
い
を
託
し
た
。
そ
し
て
弟
は
空
手
を
始
め
た
。

　

入
門
当
初
は
、
大
き
す
ぎ
る
道
着
を
着
て
、
白
い
帯
を
慣
れ
な

い
手
つ
き
で
締
め
、
道
着
に
着
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
こ
か
ら
努
力
を
重
ね
、
小
学
三
年
生
の
時
に
、
初

め
て
全
国
大
会
に
出
場
し
た
。
小
学
五
年
生
の
時
に
は
、
弟
は
目

標
の
少
年
初
段
に
合
格
し
た
。
彼
は
着
実
に
力
を
つ
け
、
昨
年
に

は
国
際
大
会
へ
も
出
場
し
た
。

　

毎
日
、
腹
筋
と
腕
立
て
伏
せ
は
欠
か
さ
ず
こ
な
し
て
い
た
弟
。

父
と
の
練
習
で
は
、
悔
し
涙
を
流
し
な
が
ら
練
習
し
て
い
る
姿
も

あ
っ
た
。
そ
の
努
力
が
報
わ
れ
た
。「
有
言
実
行
」
こ
の
言
葉
が

弟
に
は
似
合
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

お
互
い
中
学
生
で
、
意
見
の
ぶ
つ
か
り
合
い
は
日
常
茶
飯
事
だ
。

ど
っ
ち
が
食
器
を
洗
う
か
、
ど
っ
ち
が
洗
濯
物
を
た
た
む
か
、
ど
っ

ち
が
お
風
呂
を
掃
除
す
る
か
。
他
に
も
原
因
は
山
ほ
ど
あ
る
が
、

ど
れ
も
く
だ
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
。

　

兄
弟
っ
て
何
だ
ろ
う
。親
や
友
達
と
何
が
違
う
の
だ
ろ
う
。時
々

ふ
と
考
え
て
し
ま
う
。　
　
　
　
　

　

今
年
の
夏
休
み
、
弟
は
空
手
の
全
国
大
会
に
出
場
す
る
た
め
、

宮
崎
県
へ
行
っ
た
。
私
と
弟
は
四
日
間
離
れ
離
れ
で
過
ご
し
た
。

い
つ
も
は
つ
い
つ
い
「
う
る
さ
い
な
ぁ
。」
と
思
っ
て
し
ま
う
。

　

け
れ
ど
も
、な
ぜ
だ
ろ
う
。一
日
目
か
ら
妙
に「
さ
み
し
い
な
ぁ
。」

と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
弟
が
い
な
く
な
る
だ
け

で
、
家
の
中
は
ま
る
で
空
き
家
の
よ
う
に
静
ま
り
返
っ
て
い
た
。

意
味
も
な
く
、
た
だ
つ
い
て
い
る
だ
け
の
テ
レ
ビ
。
家
の
中
に
響

く
の
は
、
そ
の
雑
音
だ
け
だ
っ
た
。

　

四
日
ぶ
り
に
弟
が
帰
っ
て
き
た
。
久
し
ぶ
り
に
家
の
中
に
は
家

族
み
ん
な
の
声
が
響
い
て
い
た
。

「
今
日
の
晩
ご
飯
っ
て
何
？
」

「
今
日
は
鯖
の
み
そ
煮
よ
。」

「
僕
、
そ
れ
す
き
な
ん
よ
な
ぁ
。」

別
に
不
思
議
な
風
景
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
。
当
た
り
前
の
い
つ
も
の

風
景
。
け
れ
ど
も
、
ま
る
で
、
久
し
ぶ
り
に
母
親
と
再
会
し
た
子

ど
も
の
よ
う
に
私
は
ほ
っ
と
し
た
。

　

兄
弟
っ
て
何
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
誰
に
も
分
か
ら
な
い
の
か
も
知

れ
な
い
。
で
も
、
今
回
、
弟
の
お
か
げ
で
私
な
り
の
答
え
が
出
せ

た
気
が
す
る
。

　

兄
弟
で
も
、
も
ち
ろ
ん
仲
の
よ
い
悪
い
は
あ
る
だ
ろ
う
。
仲
の
良
さ

だ
け
で
、
兄
弟
の
価
値
が
決
ま
る
訳
で
は
な
い
。
相
手
が
自
分
に
と
っ

て
ど
ん
な
存
在
な
の
か
。
そ
れ
こ
そ
が
大
切
だ
と
私
は
思
う
の
だ
。

　

私
と
弟
も
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
仲
が
良
い
と
は
い
え
な
い
。

け
ん
か
は
ほ
ぼ
毎
日
す
る
。
一
度
け
ん
か
を
す
る
と
、
何
日
間
も

ほ
と
ん
ど
口
を
聞
か
な
い
こ
と
だ
っ
て
あ
る
。
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し

過
ぎ
る
と
、
手
や
足
も
出
る
。
ご
飯
中
、
テ
ー
ブ
ル
の
下
で
蹴
り

合
い
、
新
聞
、
ハ
ン
ガ
ー
、
リ
モ
コ
ン
ま
で
な
げ
る
。

　

し
か
し
、
私
に
と
っ
て
弟
の
存
在
は
と
て
も
大
き
い
の
だ
。
普

段
一
緒
に
い
る
と
気
づ
け
な
か
っ
た
が
、
弟
が
そ
こ
に
い
る
家
が
、

私
に
と
っ
て
一
番
落
ち
着
く
場
所
な
の
か
な
ぁ
と
思
う
。

　

兄
弟
っ
て
何
だ
ろ
う
。
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
さ
ら
け
出
し
て

も
、そ
れ
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
人
。
そ
れ
が
私
に
と
っ
て
の
、「
兄

弟
」だ
。友
達
だ
っ
た
ら
遠
慮
し
て
言
え
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
、

弟
に
は
言
え
る
。
友
達
の
前
で
は
で
き
な
い
こ
と
も
、弟
の
前
だ
っ

た
ら
で
き
る
の
だ
。

　

大
切
な
何
か
が
わ
か
り
合
え
て
い
る
か
ら
、
遠
慮
す
る
こ
と
も

な
い
。
お
互
い
が
少
々
き
つ
い
事
を
言
い
合
っ
て
も
、
思
っ
て
い

る
事
を
素
直
に
言
え
る
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
も
あ
り
の
ま
ま

の
弟
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
姉
に
な
り
た
い
。

　

普
段
か
ら
口
数
の
少
な
い
弟
。
我
慢
ば
か
り
し
て
い
る
弟
。
私

が
全
て
を
さ
ら
け
出
し
て
も
、
受
け
入
れ
て
く
れ
る
弟
。
い
つ
も

自
分
の
こ
と
は
後
回
し
で
、
他
人
の
こ
と
を
最
優
先
に
考
え
ら
れ

る
弟
。
弟
が
い
つ
も
そ
ば
に
い
て
く
れ
て
い
る
お
か
げ
で
、
今
の

私
が
こ
こ
に
い
る
。

「
今
日
の
晩
ご
飯
何
に
し
よ
う
か
ー
？
」

「
何
で
も
。」

「
シ
ャ
キ
っ
と
し
な
さ
い
。」

「
無
理
。」

　

今
年
、
中
学
生
に
な
っ
た
弟
は
、
最
近
あ
ま
り
し
ゃ
べ
ら
な
く

な
っ
た
。
で
も
、世
界
の
ど
こ
を
探
し
て
も
私
の
弟
は
た
っ
た
一
人
。

そ
れ
が
郁
哉
だ
。

岡
山
県
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
23
年
度
）

今
回
は
優
良
賞
に
輝
き
ま
し
た
、
藤
森
　
佑
香
さ
ん
の
「
弟
か
ら
学
ぶ
」
を
紹
介
し

ま
す
。
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図書館だより

出会いの扉
とびら

かもがわ図書館 ☎ 0867-34-1115
 0867-34-0401

ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866-54-1331
 0866-54-1311

4月

★おいでおいで（乳幼児対象）
　　　　　　　毎月第 2・第 4 木曜日
12 日（木）午前 10 時 30 分〜 45 分
　　　　場所：かもがわ図書館
26 日（木）午前 10 時 30 分〜 45 分
　　　　場所：ロマン高原かよう図書館

★わくわく　（幼児・小学生対象）
　　　　　　　毎月第 3 土曜日
21 日（土）午後 2 時〜午後 2 時 40 分
　　　　場所：ロマン高原かよう図書館

《おはなしのへや》4月

　ビルマ（ミャンマー）難民を救うべく
奮闘していた大学院在学中に、突然原因
不明の難病にかかる著者。それまでの順
風満帆な人生から一転、苦しい闘病生活
を送ることを余儀なくされる。その壮絶
な闘いの日々を、独特のテンポとユーモ
アで書ききったエッセイ。こんなに笑え
て泣ける闘病エッセイが今までにあった
だろうか。

　おじいちゃんは工作機械
を作る「マザーマシン」の
職人さん。エリカの知って
いるおじいちゃんはいつも
無口でニコニコ笑っている
けれど、仕事場でのおじい
ちゃんは別人みたいに真剣
で、かっこいい。私たちが
普段何気なく使っている

「モノ」はすべて、職人さ
んたちが思いを込めて作っ
たものなのだということに
気付かせてくれる。

『困ってるひと』
大野更紗 / 著　ポプラ社　　＜かもがわ図書館＞

『おじいちゃんの
大切な一日』

重松 清 / 著
はまのゆか / 絵　幻冬舎
＜かもがわ図書館＞

読みた～い本
＜一般書＞ ＜児童書＞

4 月の休館日
 2 日　9 日　15 日　16 日　23 日　29 日　30 日

＜新着図書紹介＞（館）欄の（か）は「かもがわ図書館」、（ロ）は「ロマン高原かよう図書館」（平成 24 年 2 月末受入）

絵本 著者・出版社 館 実用書 著者・出版社 館
のりものいっぱい図鑑 松沢正二/チャイルド本社 かロ 日本の再生 植草一秀/青志社 か

いっしょならもっといい ルイス･スロボドキン/偕成社 か 究極の田んぼ 岩澤信夫/日本経済新聞出版社 かロ

おいしいな きむらゆういち/小学館 ロ 心を整える。 長谷部 誠/幻冬舎 かロ

はけたよはけたよ にしまきかやこ/偕成社 ロ 「いのち」を養う食 佐藤初女/講談社 ロ

児童書 著者・出版社 館 文学・小説 著者・出版社 館
ルルとララのホットケーキ あんびるやすこ/岩崎書店 か ヒア・カムズ・ザ・サン 有川 浩/新潮社 かロ

ナルト−白の童子　血風の鬼人 岸本斉史/集英社 か 蜩ノ記 葉室 麟/祥伝社 かロ

こびと観察入門（１） なばたとしたか/長崎出版 ロ 百歳 柴田トヨ/飛鳥新社 かロ

ゴーストハント１～７ 小野不由美/メディアファクトリー ロ 下山の思想 五木寛之/幻冬舎 ロ

＜4月23日・子ども読書の日＞に合わせた、

ちょっとおおきなおはなしの会です。

出演：語りと人形劇のボランティア

　　　レインボーさん

＊インターネット予約開始
　自宅などのパソコンで両図書館にある本を探し、
読みたい本を予約することができます。

＊地域の拠点・公民館などへの本の配送
　図書館へ行くことが困難な方には、地域の公民館などへ、予約の本を
配送します。
　また , 町の図書館で借りた本の返却もできます。

4月から開始する“新サービス”

詳しくは別紙
チラシをご覧ください

と　き：平成 24 年 4 月 28 日 ( 土 )
　　　　午後 1 時 30 分～
ところ：かもがわ図書館
持参品：縫い針、裁ちばさみ、
　　　　木綿布 ( 厚手・１m 四方 )

参加費：ひとり 150 円
参加申込期限：
　　　　平成 24 年 4 月 21 日 ( 土 )
＊図書館へお申し込みください。
　　　大人も子どもも、お気軽に！

図書館マイ・バッグを手づくりしよう♪
図書館の本が入る大きさの布袋を、手縫いで作ります。

先着
15 名



金一封（香典返し）　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　草地　一郎＜高富＞

大お
お
も
り森　

藍あ
い

翔と
ち
ゃ
ん
（
上
竹
）

元気な男の子になってね

平成23年4月6日生まれ

ご寄附に感謝します　育英資金へ（敬称略）

お
め

でと
う満1歳

津賀公民館

放送川柳コーナー
平成24年2月秀句　題「鬼」

＊四月の課題は「切手」、五月の課題は「靴」です。
　投句の方法…はがきに二句以内・氏名（本名）を書いて下加茂

1106-9　津賀公民館放送川柳係までお送りくだ
さい。

　投句締め切り日…毎月 15 日必着

町内に
在住在勤の方は

どなたでも
応募できます。

靴
破
れ
入
苑
六む

年と
せ

四
足
目
今
日
を
佳
き
日
と
新
調
を
履
く

土
居　

於
栄

カ
ー
テ
ン
を
そ
っ
と
開
け
れ
ば
チ
チ
チ
チ
と
餌
を
ほ
し
が
る
小
鳥
の
声
よ

河
田　

和
子

冬
枯
れ
の
山
透
か
し
ゆ
く
冬
日
和
川
の
せ
せ
ら
ぎ
谷
深
く
き
く

土
居　

照
代

黒
ず
み
し
目
地
を
力
で
磨
き
く
れ
娘
は
去
り
行
く
も
明
る
き
浴
室

難
波　

良
子

指
先
に
蜜
柑
の
香
り
漂
わ
せ
こ
く
こ
く
こ
く
と
食
む
人
の
在
り

河
内　

晶
子

大
根
と
蕪
を
輪
切
り
に
藁
に
さ
し
切
り
干
し
吊
せ
ば
母
偲
ば
る
る

山
本　

豊
子

冬
の
間ま

は
道
辺
の
草
に
紛
れ
つ
つ
へ
ば
り
付
き
ゐ
る
薊
の
並
ぶ

山
﨑
し
げ
る

凍い
て
つ
ち土

に
顔
を
の
ぞ
か
せ
福
寿
草
霜
を
抱
き
て
立
春
の
朝

国
只
由
紀
子

リ
ハ
ビ
リ
の
夫
よ
り
と
ど
く
定
期
便
共
に
声
の
せ
ニ
ュ
ー
ス
分
け
合
う

中
山　

文
恵

ロ
ウ
バ
イ
の
つ
ぼ
み
が
春
の
訪
れ
を
強
く
優
し
く
生
き
よ
と
告
げ
て

亀
森　

澄
子

◆あらくさ短歌会へのご参加をお待ちしています。
　毎月第三木曜日に総合福祉センターへ五首までを持参。
　合評・互選などをしています。

あ
ら
く
さ
短
歌
会

上う
え
む
ら村　
明あ

き
生お
ち
ゃ
ん
（
吉
川
）

いっぱい遊んで、元気に
おおきくなるんだよー

平成23年4月14日生まれ

瀧た
き
も
と本　
一か

ず
樹き
ち
ゃ
ん
（
円
城
）

やんちゃな　かず君
みんなと仲良く遊んでね

平成23年4月10日生まれ

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
：
小
学
生
》 

宮
脇 

和
惠 

選
（
投
句
者
67
名
） 　

「
三
光
」 

　
　

人　

ゆ
る
そ
う
よ
鬼
に
も
命
あ
る
ん
だ
よ

山
下　
　

楓

　
　

地　

だ
め
な
鬼
心
の
中
で
喝
入
れ
る

三
宅　

千
尋

　
　

天　

鬼
は
外
冬
に
さ
よ
な
ら
春
を
呼
ぶ

松
本
祐
太
郎

	《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
：
中
学
生
》 

宮
脇 

和
惠 

選
（
投
句
者
91
名
） 　

「
三
光
」 

　
　

人　

鬼
は
外
福
は
集
め
て
被
災
地
へ

井
田　

良
輔

　
　

地　

政
治
家
は
約
束
守
ら
ぬ
金
の
鬼

板
井　

睦
三

　
　

天　

戦
争
と
い
う
名
の
鬼
を
は
ら
い
た
い
西
山　

直
希

《
一
般
の
部
》　
　
　
　
　
　 

生
駒 

聖
天 

選
（
投
句
者
33
名
） 

　「
佳
吟
」 

　
　

角
折
れ
た
鬼
も
自
戒
の
遍
路
笠

宮
脇　

和
惠

　
　

胸
抱
い
て
鬼
籍
の
人
と
す
る
会
話

中
山　

文
恵

　
　

鬼
の
面
脱
げ
ば
や
さ
し
い
父
の
顔

中
川
つ
や
子

　
　

鬼
が
押
す
始
動
ボ
タ
ン
で
朝
が
明
け

中
尾　

里
恵

　
　

姑
米
寿
や
さ
し
い
鬼
に
な
っ
て
老
い

赤
木　

富
子

　「
三
光
」 

　
　

人　
老
介
護
鬼
に
な
り
た
い
時
も
有
る

能
勢　

鈴
子

　
　

地　
鬼
と
な
り
わ
が
子
に
諭
す
愛
の
鞭

木
内　

と
み

　
　

天　

華
燭
の
日
鬼
の
涙
を
見
て
し
ま
い

黒
瀬　

嘉
子

吉備中央町
うらじゃ

「まほろば
」
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　スポーツ・文化・芸術活動などで優秀な成績を収められた方（団体）を紹介してい
ます。情報をお寄せください。
　なお、掲載基準がありますので、詳しくは企画課公聴広報班へおたずねください。

石
いし

井
い

　僚
りょう

さん（上竹）

岡山県立高梁城南高等学校３年

■第 28 回全国製図コンクール
　（社団法人全国工業高等学校長協会主催：11 月 24 日発表）

　電気系　最優秀特別賞
　　　　　（課題：「マンション間取り平面図」配線設計）

コメント
『約半年かけて今回の課題に取り組んできました。
製図するにあたって住みやすさを第一に考え、図面
を描きました。今回最優秀特別賞に選ばれて光栄に
思っています。今後は高校で学んだことや今回の経
験をもとに製図を読み取る力を生かしていけたらと
思います。』

輝かしい
誉れ

～栄光をたたえます～

おひな様
展示のご案内

　大月邸（上竹）では、今年もおひな様の展示を
行います。
　親王びな、ご殿びな、掛け軸びななど、数多
く、日本の伝統の美を展示します。ぜひ、ご鑑賞
ください。
展示期間：
　平成24年３月25日(日)〜４月４日(水)
　午前９時〜午後３時

　「まほろば」は、今年もメンバーを募集します。
　５歳から50歳代のメンバーがいっしょに踊りを
楽しんでいます。興味がある方は、お気軽にお越し
ください。
〈練習見学会〉
◇開催日時　4月10日（火）・4月17日（火）
　　　　　　午後7：30〜8：30
◇練習会場　きびプラザ３階ホール（吉川4860-6）
〈募集内容〉
◇参加資格　５歳以上

※小学生以下は保護者同伴のうえ、ご参加
ください。

◇参 加 費　大人　3,000円　　子ども　1,500円
◇募集期間　４月20日（金）まで　

※申込書は、練習会場にあります。
【お問い合わせ先】　
　加賀郡吉備中央町上竹 4606
　大月邸酒蔵民具館    ☎ 0866-54-1430

【後　援】吉備中央町観光協会

【お問い合わせ先】　

    ☎ 090-3749-6060（代表　大森）

メンバー募集・
練習見学会のお知らせ

み
な
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
・
イ
ラ
ス
ト
・

写
真
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。



イベント情報

●日　　時　平成24年4月22日（日）　受付 9:00〜　出発 9:30〜
●集合場所　老人福祉センター ふれあい荘
●参 加 費　大人500円　　小学生以下300円（参加費・軽食込み）
●申込締切　4月17日（火）
●お申込み・お問い合わせ先　吉備中央町観光協会（協働推進課内）
　　　　　　　　　　　 ☎0866-54-1301　 0866-54-1311

『大和山ハイキング』参加者募集
　春の陽気の清々しい季節に「ことわざの道」で知られる遊歩道を大和山山頂まで歩いてみ
ませんか？
　山頂から眺める景色は最高。晴天の日には瀬戸内海までが一望でき、気分もワクワク。最
近のウォーキングブームを皆さんとご一緒に盛り上げましょう。ご参加をお待ちしています。

小雨決行
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ゴールを目指して疾走
　
　2 月 5 日、上竹地内で、吉備中央町体育協会主催による「第 3 回吉備中央町新春
マラソン大会」が開催され、町内外のマラソン愛好者など 226 名が参加しました。
　はじめに、同会の

かた
山
やま

俊
しゅん

平
ぺい

会長（下土
井）が「これからもこういった大会に皆
さんご参加いただき、体力づくりをして
いただければと思います」とあいさつさ
れました。
　大会は 4 コース（2 キロ、3 キロ、6
キロ、10 キロ）、小学生以下と中学生以
上の年齢別男女 12 部門で競技。参加者
は田園風景の中、白い息を吐きながら
ゴールを目指して、健脚を競いました。
　なお、上位入賞者は次の方々です（敬
称略）。

松尾神社　勧請祭
　
　松尾神社（上田東）で２月１９日、恒例の「勧

かん
請
じょう

祭
さい

　お当
とう

祭
まつ

り」が行われました。
　和銅６年（713 年）頃、この地の先祖が、市

いち
杵
き

嶋
しま

姫
ひめ

命
のみこと

と大
おお

山
やま

咋
くい

命
のみこと

の分霊
を勧請し御

おん
崎
ざき

大
だい

明
みよう

神
じん

（現在の松尾神社）として祀られました。1300 年の歴
史あるお祭りは、勧請を賜ったことに感謝するお祭りとして始まったと伝えら
れています。古式豊かな伝統は氏子の皆さんによって守られ、四十八屋敷を
現在も受け継がれておられます。東西両当番をはじめ、四つの座・八つの座それぞれに役割があり、祭りは厳粛
に行われます。当番が３升のもち米から作ったお鏡もちをお供えしたり、四つの座が、榊に御神米をつけて大熊・
小熊と呼ばれるものを用意したりと、それぞれに決められた祭りの準備をします。四十八屋敷の座る位置は決め
られていますが、当番は先にお宮に来た方が東の座に、あとから来た方が西の座に座ります。
　正午から祭典が始まり、松尾神社神官杭

くえ
田
だ

勝
かつ

美
み

さんが祭りの歴史や開運の祝詞を上げた後、「氏神様にお礼申す」
「神官にお礼申す」「四つの座にお礼申す」｢八つの座にお礼申す」｢両当番にお礼申す」｢皆さんにお礼申す」と口

上を述べられ、参加者も唱和して祭典が厳かに行われました。
　祭典を終え、四つの座の一人溝

みぞ
口
くち

茂
しげる

さん（細田）は、「歴史あるこの祭りも
氏子の高齢化で維持していくことが困難になってきているが、なんとか末永
く伝えていきたい。今年も氏子の皆さんのご協力で盛大にできた」と話され
ていました。

２㎞コース（小学生以下）
【男子】１位 / 難

なん

波
ば

　生
せい

嗣
じ

　　２位 / 桑
くわ

村
むら

　太
たい

陽
よう

　　３位 / 森
もり

尾
お

　岳
がく

叶
と

【女子】１位 / 山
やま

﨑
さき

　怜
れい

花
か

　　２位 / 石
いし

田
だ

　碧
あお

衣
い

　　３位 / 小
お

野
の

　愛
あい

奈
な

２㎞コース（中学生以上）
【男子】１位 / 菅

すが

野
の

　慶
よし

彦
ひこ

　　２位 / 江
え ぎ

木　幹
みきはる

治　　３位 / 谷
たにもと

本　昇
しょう

平
へい

【女子】１位 / 亀
かめ

山
やま

　果
か

林
りん

　　２位 / 孝
こう

本
もと

　知
ち

瞭
あき

　　３位 / 山
やま

本
もと

　佐
さ よ

代
３㎞コース（小学生以下）

【男子】１位 / 桑
くわむら

村　大
たい

河
が

　　２位 / 小
こ

林
ばやし

銘
な

津
つ

生
き

　　３位 / 森
もり

尾
お

　光
ひ か る

陽
【女子】１位 / 森

もり

田
た

水
み ゆ う

由宇　　２位 / 土
ど

井
い

あかり　　３位 / 國
くにとみ

富　叶
かの

子
こ

３㎞コース（中学生以上）
【男子】１位 / 小

こ

橋
ばし

　　隆
たかし

　　２位 / 溝
みぞ

口
ぐち

　拳
けん

也
や

　　３位 / 小
お

倉
ぐら

　健
けん

登
と

【女子】１位 / 稲
いな

田
だ

百
ゆ り こ

合子　　２位 / 土
ど い

井　智
とも

子
こ

　　３位 / 森
もり

崎
さき

　晃
あき

子
こ

６㎞コース（中学生以上）
【男子】１位 / 笹

ささ

田
だ

　優
ゆう

太
た

　　２位 / 河
かわ

原
はら

　昌
まさ

都
と

　　３位 / 小
お の

野　正
まさ

人
と

【女子】１位 / 小
こ

松
まつ

原
ばら

恒
つね

美
み

　　２位 / 長
なが

瀬
せ

　寛
ひろ

子
こ

　　３位 / 徳
とく

増
ます

　沙
さ

織
おり

10㎞コース（中学生以上）
【男子】１位 / 山

やま

﨑
さき

　博
ひろ

司
し

　　２位 / 倉
くら

持
もち

　雄
ゆう

大
だい

　　３位 / 植
うえ

木
き

　孝
たか

和
まさ

【女子】１位 / 片
かた

山
やま

美
み よ こ

代子　
２位 /W

ウ ォ ン グ

ONG 
　M

メ ロ デ ィ

ELODY S
シ −

EE-W
ワ ン

AN　　
３位 / 難

なん

波
ば

　理
り え

恵　　

【
編
集
後
記
】

▼
ま
ち
の
話
題
の
コ
ー
ナ
ー
の
「
粥
管

ま
つ
り
」
の
中
で
、
玉
野
市
か
ら
見
に

来
ら
れ
た
方
が
、
地
域
の
温
か
さ
に
つ

い
て
お
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
私

を
含
む
取
材
関
係
者
も
、
同
じ
よ
う
に

温
か
く
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
あ
ら
た
め
て
、
地
域
の
良
さ
を
実

感
し
つ
つ
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。

▼
今
月
号
の
明
る
い
家
庭
作
文
を
見
た

時
、
気
づ
い
た
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
が
、
先
月
号
と
今
月
号
に
掲
載
し

た
作
文
は
ど
ち
ら
も
吉
川
中
学
校
の
藤

森
佑
香
さ
ん
が
書
い
た
も
の
で
す
。
作

品
は
先
月
号
が
平
成
22
年
度
、
今
月
号

が
平
成
23
年
度
の
も
の
で
す
が
、
藤
森

さ
ん
が
３
月
に
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
る

の
で
、
続
け
て
の
掲
載
と
な
り
ま
し
た
。

　
実
は
、
藤
森
さ
ん
は
平
成
21
年
度
か

ら
３
年
連
続
で
、
県
へ
の
出
品
作
品
に

選
ば
れ
て
い
ま
す
。
本
当
に
す
ご
い
で

す
ね
。　
　
　
　
　
　
　
　

  　
難
波

今
月
の
表
紙

▼
今
月
の
表
紙
は
、
円
城
小
学
校
で

行
わ
れ
た
邦
楽
体
験
教
室
の
様
子
で

す
。

　

箏
の
演
奏
体
験
で
は
、
２
名
１
組

で
１
つ
の
箏
を
交
互
に
演
奏
し
ま
し

た
。
練
習
曲
の
「
さ
く
ら　
さ
く
ら
」

は
親
指
だ
け
で
演
奏
で
き
る
簡
単
な

曲
で
し
た
が
、
初
め
て
の
演
奏
に
な

か
な
か
、
ス
ム
ー
ズ
に
音
を
出
せ
な

い
子
も
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
授

業
が
終
わ
る
頃
に
は
、
し
っ
か
り
と

し
た
音
が
教
室
に
響
き
わ
た
っ
て
い

ま
し
た
。

●ステージイベント
　かよう浪漫太鼓・吉備高原スプリングコンサート・吉備中央児童合唱団コン
サート・歌謡ショー、うらじゃ踊りや吉備高原学園高等学校の古武道演武・も
ちまき等が催されます。

●吉備高原医療リハビリテーションセンターによる健康相談・身体測定。
●国立吉備高原職業リハビリテーションセンターによる訓練生作品展示実演等。
●国立吉備青少年自然の家によるおもしろ自転車・ハンドクラフト体験。
●食の市とフリーマーケット。

●主　催／吉備高原都市夢祭り実行委員会
　　　　　岡山県加賀郡吉備中央町吉川4860-6　☎0866-56-8255

吉備高原都市さんさん祭り
雨天
決行

日時／平成24年4月15日（日）10：00〜15：00
場所／吉備高原都市センター区　さんさん広場

　ステージイベントや食の市・フリーマーケットなどを賑やかに開催いたします。
楽しい春の一日をお過ごしください。

第21回

※分霊…本社の祭神を他所でも祀る際、その神の神霊を分かちたもの。
※勧請…分霊を他の神社に移して鎮祭すること。

フォト
トピックス



ともに挑戦 ともに感動 ともに笑顔 自然と夢のあるビッグハートタウン

22 世紀の理
ふ る ふ と

想郷 吉備中央町

人口のうごき 町の面積
平成24年3月1日現在（　　）は前月との増減

人　口　12,856人（△13）　　男　6,180人（△9）
世　帯　  5,388戸（+   1）　　女　6,676人（△4）

268.73㎢

●火　災　情　報　☎ 086-226-0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内　☎ 086-231-0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒 716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野 1-2　　☎ 0866-54-1314　  0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　 E-mail kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

★円城支部栄養委員からのおすすめ野菜料理★

エネルギー：495kcal　たんぱく質：19.0g　カルシウム：245mg　食塩：2.3g 栄養改善協議会　円城支部

今月の旬の野菜：ブロッコリー
ブロッコリーのお好み焼き（２人分）料理名

  材　料   作り方
ブロッコリー……………… 1 個
芽ひじき……………………… 5g
にんじん…………………… 50g
＜お好み焼きの生地＞
　小麦粉……………… 大さじ 6
　卵………………………… 2 個
　マヨネーズ………… 大さじ 2
　トマトケチャップ… 大さじ 2
　ピザ用チーズ…………… 50g
　ベーコン（薄切り） 2 〜 3 枚
　塩コショウ……………… 少々
オリーブ油………………… 適量
中濃ソース………………… 好み
レモン（くし切り） … 1/2 個分

①芽ひじきは、水につけて柔らかくもどしておく。
②ブロッコリー（花）は、生のまま粗く刻む。好みで茎の部分を

加えてもよい。にんじんは、3cm 長さのせん切りにする。
③お好み焼き用の生地の材料をボールにすべて入れ①、②を加え

よくかき混ぜる。
④フライパンにオリーブ油を入れて中火で熱し、③の生地を流し

入れる。弱火にしてベーコンをのせ、6 割ぐらい火が通ったら
裏返して、反対の面も焼く。

⑤食べやすい大きさに切って器に盛り、好みでソース、レモンを
添える。

栄養委員さんからのワンポイントアドバイス

ポイント：

◇ブロッコリーの栄養◇
ビタミンＣはなんと！レモンの２倍以上！
その上、カロテン、鉄分などのミネラルも豊富な緑黄色野菜のひとつ。
茹で過ぎると歯ごたえがなくなるので茹で過ぎにはお気を付けください。

愛育の愛を
表しています。

愛育委員会　活動報告　（愛育委員会　下竹支部）
　２月７日に、下竹支部、吉川支部合同愛育
委員研修会を実施しました。
　「健康にいいことなら、全部そろっていま
す！」というキャッチフレーズの岡山県南部健
康づくりセンターで、メタボリックシンドロー
ム予防の講義を聴きました。インストラクター
の軽妙なお話の中で、日頃の危険行動（大食い、

運動不足）を再認識し、食べ過ぎたら
運動でカロリーを消費することが大切
と心に刻み、その後トレーニング室でマットを使いストレッチ、ウォーキング
等を実践しました。汗をかきながら楽しく、少し苦しい研修を終え、地域の皆
さんにも機会があればお伝えしたいと思いました。興味がある方は、下竹支部
長の藤井までお声をかけてください。お待ちしています。

＊花も茎もすべて食べられるので捨てないで全部食べてね。
＊お好み焼きは、どんな野菜でも相性がいいので冷蔵庫の
　整理に作ってみてはいかがでしょうか。
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地産地消で食育
（毎月19日は食育の日）


